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茶畑で除草作業をする小野寺君 
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お茶で新型コロナ無害化 1 分で最大 99％  

奈良県立医大  2020.11.27 21:51 

 奈良県立医科大学（同県橿原市）は２７日、新型コロナウイルス

が市販のお茶によって無害化する効果を確認したと発表した。基

礎研究段階で人での効果は未確認だが、試験管内でウイルスが

１分間お茶に触れることで最大９９％が感染力を失っており、感染

対策の一つとして期待。商品により効果に差があり、メーカーの

許可を得て商品名の公表を検討するとしている。                     

実験は同大の矢野寿一教授（微生物感染症学）の研究チームが

実施した。実験ではペットボトル入りの緑茶や紅茶など約１０商品

を使用。試験管内でウイルスとお茶を混ぜ、経過時間ごとの感染

力を持ったウイルスの量を検査した。                 

最も効果が高かったのは茶葉から淹（い）れた紅茶で、感染力の

あるウイルスは１分間で１００分の１、１０分間で千分の１以下にま

で減少した。矢野教授は、人への効果について「可能性の段階」

とした上で、「インフルエンザでカテキンの効果は確認されてお

り、お茶を飲むことで同じような効果が期待される」と話した。                 

矢野教授によると、カテキンはインフルエンザウイルスなどの表

面にある突起状のタンパク質に付着し、感染力をなくすことが確

認されており、新型コロナでも同様の効果が推測されるという。 

新型コロナウイルスの影響が長引いています、お茶は以前からインフルエンザを予防するといわれてきました。

感染症を防ぐという意味では、新型コロナウイルス問題の初期から免疫を高める飲み物として注目され続けてき

ました。さらに新たな情報が出てきています。お茶だけ飲んでいれば大丈夫というわけではありませんが、新型

コロナウイルスに加えインフルエンザ流行の始まるこの時期をのりきる健康的な生活の一助としてお茶の力を

活用したいものです。                  市川大楽園製茶 代表 市川泰三  

続報。新型コロナウイルス対策のために免疫力を高めるにはやはりお茶です。 

新 し い 情 報 が 取 り 上 げ ら れ て い ま す 。 

 

プラーク法で新型コロナウイルスの 

感染価を測定したプレート。 

白い斑点は感染力のあるウイルスが 

生き残っていたことを示す 

＝奈良県橿原市 

週刊女性 11 月 3 日号「新型コロナは A 型薄毛だと重症に」の記事より抜粋 

  

身近な食品を使った「コロナ対策」の研究も話題を集めている。緑茶などに含まれる茶カテキンにも注目が。

京都府は京都大学と共同で、茶カテキンの新型コロナウイルスへの感染防止効果を確かめる研究を進行中だ。

カテキンには抗酸化力や抗菌作用があることから、自民党内では「茶カテキン研究会」を設立し関心を寄せ

ている。「インフルエンザでは緑茶に予防効果を認める論文がいくつか出ています。 

この時期、コロナだけでなくインフルエンザも予防しなければなりませんから、身近で取り入れる習慣とし

てはアリかと思いますね。実際私も緑茶はいただいています」（大谷医師） 

手洗いやマスクはもちろん、できる対策は万全にして第３波の襲来に備えたい。 

 

緑茶のパワーに注目が集まるワケ 
 


